
令和８年１１月５日 

公益財団法人建築技術教育普及センター 

 

令和８年建築設備士試験 

｢第二次試験｣(設計製図)の合格者の決定について 
 

令和８年建築設備士試験の合格者を決定し、令和８年１１月５日(木)に発表することとなりましたの

で、お知らせします。 

また、｢第二次試験｣(設計製図)の合格基準等は、別紙のとおりです。 

なお、建築設備士は、建築士法第２条第５項の規定により定められた資格であり、建築設備士試験は、

国土交通大臣登録試験実施機関である当センター(理事長 淡野博久)が実施しているものです。 

参考：昭和６１年から令和８年までの建築設備士試験の合格者及び建築設備士講習(昭和６１～６３年

度に実施)の修了者の合計は、４６，８２９人となります。 

 ｢第一次試験｣(学科) ｢第二次試験｣(設計製図) 

試験日 令和８年６月２１日(日) 令和８年８月２３日(日) 

試験地 札幌市・仙台市・東京都・名古屋市・大阪市・広島市・福岡市・沖縄県＊１ 

実受験者数 a ３，３８７人 １，３２３人 

合格者数 b ８５５人 ７４６人 

合格率 b/a ２５．２％ ５６．４％ 

最

終 

実受験者数 c ４，００６人＊２ 

合格者数 d ７４６人 

合格率 d/c １８．６％ 

＊１ 沖縄県については、｢第一次試験｣(学科)のみ実施 

＊２ ｢第一次試験｣(学科)からの実受験者３，３８７人と｢第二次試験｣(設計製図)からの実受験者６１９人の合計 

 

（参考）令和８年建築設備士試験合格者７４６人の主な属性 

主な属性 区分 構成比 主な属性 区分 構成比 

職 種 別 

空調設備関連職種 37.5 ％ 

職務内容別 

設計 51.5 ％ 

衛生設備関連職種 10.3 ％ 工事監理 5.6 ％ 

電気設備関連職種 29.1 ％ 施工管理 23.7 ％ 

建築関連職種 13.4 ％ 行政 5.0 ％ 

その他 9.7 ％ その他(維持管理、積算等) 14.1 ％ 

勤務先別 

設備設計事務所 11.8 ％ 

年 齢 別 

２９歳以下 26.3 ％ 

建築設計事務所 12.7 ％ ３０～３４歳 26.8 ％ 

空調・衛生設備工事会社 16.6 ％ ３５～３９歳 16.2 ％ 

電気設備工事会社 6.6 ％ ４０～４４歳 12.5 ％ 

建設会社 27.6 ％ ４５～４９歳 8.5 ％ 

官公庁・財団法人等 10.1 ％ ５０歳以上 9.8 ％ 

その他(電力・ガス会社、不動産会社等) 14.6 ％ 平均年齢 36.3 歳  
※ 構成比は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しているため、必ずしも合計値が 100 になら

ない場合があります。 

(注) ｢第二次試験｣(設計製図)の結果は、合格・不合格にかかわらず、マイページ上で通知するほか、

不合格者には、試験の成績を併せて通知します。 

また、合格者の受験番号を当センターのホームページ(https://www.jaeic.or.jp/)に掲載します。 

 

問合せ先 

公益財団法人建築技術教育普及センター 建築設備士試験問合せダイヤル 

              TEL:050-3645-8435 
 



別 紙 

令和８年建築設備士試験 

｢第二次試験｣(設計製図)の合格基準等について 

 

建築設備士試験｢第二次試験｣(設計製図)は、課題とする建築物の計画条件及び建築基本設計図をもと

に、｢建築設備基本計画｣にあっては建築設備に係る基本計画を作成し、｢建築設備基本設計製図｣にあっ

ては建築設備(空調・換気設備、給排水衛生設備又は電気設備のうち受験者の選択する一つの建築設備

とする。)に係る設計製図を作成するものであり、その合否判定における令和８年試験の｢採点のポイン

ト｣、｢採点結果の区分｣及び｢合格基準｣は、次のとおりです。 

なお、解答例については、公表することにより解答パターンが定型化するなど、適正な試験実施に影

響を及ぼすことが想定されることから公表していませんが、解答例に代わるものとして、設問ごとの採

点のポイントを公表しています。 

 

１．採点のポイント 
 

ａ．建築設備基本計画(必須問題) 

共通事項：①計画条件及び建築基本設計図との整合性 

 ②計画の妥当性・法適合性 

 ③意見を的確に相手に伝える能力 

第 １ 問：多様な用途を有する大ホールに設ける空調設備の計画における快適な温熱環境を

提供するための空調設備(主要機器の選定、用途上の熱負荷への対応等)に関する

知識 

第 ２ 問：客室に設けるファンコイルユニットの選定、設置等に関する知識 

第 ３ 問：空調・換気設備における外気導入量の考え方及び外気取入れ口の位置、仕様など

に関する知識 

第 ４ 問：中央式給湯設備における給湯配管に生じる熱損失、伸縮等の問題点とその防止対

策に関する知識 

第 ５ 問：スプリンクラー設備におけるスプリンクラーヘッドの仕様、補助散水栓の仕様等

に関する知識 

第 ６ 問：屋内排水通気設備における厨房排水管の材質、阻集器の容量選定等に関する知識 

第 ７ 問：大ホールに設ける演出照明の光源・器具・制御・電源等に関する知識 

第 ８ 問：動力設備における制御盤の設置環境による仕様、過負荷・短絡・地絡からの保護

等に関する知識 

第 ９ 問：通路誘導灯の設置を免除できる場所、避難口誘導灯の設置を要する場所及び設置

を免除できる場所に関する知識 

第１０問：受雷部の配置及び引下げ導線等に関する知識 

第１１問：各設備の機能・効率、事故防止等を考慮した空調熱源設備室、給水設備室及び受

変電設備室の配置に関する知識 

 

 

 



ｂ．建築設備基本設計製図(選択問題) 

共通事項：①計画条件、建築基本設計図及び各設問の条件との整合性 

 ②設計の妥当性・法適合性 

 ③図面表現の適切さ 

共通問題 

第１問：会議室等平面図における空調ダクト図の作成能力 

第２問：便所平面図における給排水配管図の作成能力 

第３問：事務室平面図における全般照明の照明設備(室指数、照明率、照明器具の設計台数

の算定を含む｡)､非常用の照明装置、自動火災報知設備、非常放送設備及びコンセ

ント設備の配置図の作成能力 

 

空調・換気設備 

第４問：外調機の能力、ファンコイルユニットの必要最少台数、室の換気回数及び距離に

よる音の減衰量の算定の考え方・正確性 

第５問：中央式空調設備の系統図の作成能力 

 

給排水衛生設備 

第４問：給水設備機器・給湯設備機器の容量等の算定の考え方・正確性 

第５問：中央式給湯設備及び排水通気設備の系統図の作成能力 

 

電気設備 

第４問：受変電設備・非常用自家発電設備・直流電源装置の容量等、三相短絡事故が発生

した場合の短絡電流及びテレビ端子の出力電圧の算定の考え方・正確性 

第５問：受変電設備、非常用自家発電設備及びコージェネレーションシステムの単線結線

図の作成能力 

 

２．採点結果の区分 
 

採点結果については、上位から評価Ａ、評価Ｂ、評価Ｃ、評価Ｄの４段階区分とする。 

なお、採点の結果、それぞれの割合は、次のとおりであった。 

評価Ａ：５６．４％、評価Ｂ：２７．９％、評価Ｃ：１０．２％、評価Ｄ：５．５％ 
 

 

３．合格基準 
 

採点結果における｢評価Ａ｣を合格とする。 
 

 

４．その他 

・試験問題は、当センターホームページに掲載します。 

・試験問題の内容、個人得点等に関する質問には、一切お答えしていません。 

 




